【別紙１－ａ】
看護科学域　修士論文書式　
１　原稿の分量および形式
1） 和文原稿はパソコンまたはワープロを用いて清書する。A4版横書き縦40行×横40字の1,600字分を1ページとし、図、表、参考文献を含み、合計は原則として25ページ（400字詰め原稿用紙100枚、40000文字）程度とする。
2） 英文原稿の場合は、A4版横書きダブルスペースでパソコン又はワープロを用いて作成し、図、表、参考文献を含み、合計は原則として30000語程度とする。
3） 図および表（パソコンまたはワープロを用いて作成）は、図1、表1など通し番号をつけ、本文とは別に一括する。
4） 印刷書式は、マージンを上端30ｍｍ、下端20ｍｍ、左端35ｍｍ、右端25ｍｍとする。
5） 原稿の下中央に、ページを入れる。
２　原稿の構成および表記
1）原稿は、表紙（別紙様式1）、和文の要旨（400字以内）とキーワード（５語以内）、英文要旨（300語以内のAbstract）とKey Words（５語以内）、目次、本文、文献、図表の順に記載する（別紙様式１は学務課から別途連絡）。
2）年号は原則として西暦を使用し、外国語・外国人名・地名は、原語もしくはカタカナ（最初は原綴りを併記）で書く。略語は本文中の最初に出たところでフルネームを入れる。
３　文献の記載方法
Publication Manual of the American Psychological Association, 6th edition by the American Psychological Association（APA論文作成マニュアル[第２版]，医学書院，2011年）を参照のこと
1）本文中の文献引用

・著者名（姓）と発行年次を適切な位置に挿入する。

・著者が6人以上の場合は、第一著者の姓だけを引用してそのあとに 、和文の場合は「ら」、英文の場合はet al.を付す。
　
　

2）文献は著者名（筆頭著者の姓）のアルファベット順に列記する。
［雑誌掲載論文］
・著者名，著者名（発行年次）．論文の表題．掲載雑誌名，巻（号）．最初のページ‐最後のページ．
・著者名, A. A., 著者名, B. B., & 著者名, C. C.(発行年次).論文タイトル.掲載雑誌の名称, 巻（号）（イタリック）, 最初のページ‐最後のページ.

［オンライン上の雑誌掲載論文等］
・著者名，著者名（発行年次）．論文の表題．掲載雑誌名，巻（号）．最初のページ‐最後のページ．ソースから検索した月日，年号．
［単行本］
・著者名（発行年次）．書名（版数）（欧文はイタリック）．出版社名：発行地．

［翻訳書］

・原著者名（原書の発行年次）／訳者名（翻訳書の発行年次）．翻訳書の書名（版数）．出版社名，発行地．

（2014年5月15日　看護科学域教授会）

（例）


香川（2000）によれば、～


～である（香川，2000）。








（例）


中西ら（2012）・・・


Nakanishi et al. (2012)・・・





（例）


中西美千代，志自岐康子，勝野とわ子，習田明裕（2012）．ターミナル期の患者に関わる看護師の態度に関連する要因の検討．日本看護科学学会誌，32（1），40-49．


西田三十一，志自岐康子，習田明裕（2011）．患者の死を体験した看護師の成長に関連する要因の検討．日本看護科学学会誌，31（4），3-13．


Suzuki, E., Kanoya, Y., Katsuki, T. & Sato, C.(2006). Assertiveness affecting burnout of novice nurses at university hospital, Japan Journal of Nursing Science, 3(2). 93-105.





（例）


香川知晶（2000）．生命倫理の誕生――人体実験・臓器移植・治療停止．勁草書房：東京．


Frank, A. W.(1995). The wounded storyteller: Body, illness, and ethics, The　University of Chicago: Chicago.





（例）


Henderson, V.(1960)／湯槇ます，小玉香津子（2006）．看護の基本となるもの（新装版）．日本看護協会出版会，東京．
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